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秋
の
花か

き卉
栽
培
管
理

　

秋
は
、
主
に
翌
年
の
春
か
ら
夏
に
か

け
て
咲
く
花
の
種
ま
き
や
球
根
の
植
え

付
け
、
宿
根
草
の
株
分
け
、
花
木
の
植

え
付
け
を
行
う
時
期
で
す
。

　

た
だ
し
、
庄
原
地
域
で
も
特
に
標
高

が
高
い
地
域
で
は
、
一
部
の
作
業
は
春

に
行
う
方
が
良
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秋
に
植
え
る
・
種
ま
き
す
る
花
の
一
例

①
種
ま
き
す
る
花
の
例

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
、
ハ
ナ
ム
ギ
、
ハ

ナ
ナ
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
ニ
ゲ
ラ
な
ど

②
球
根
を
植
え
付
け
す
る
花
の
例

ユ
リ
類
、ア
イ
リ
ス
、ア
リ
ウ
ム
、ス
イ
セ
ン
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど

③
宿
根
草
、
切
り
枝
花
木
な
ど

リ
ン
ド
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
ミ
ヤ
コ
ワ

ス
レ
、
サ
ク
ラ
、
モ
モ
な
ど

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
栽
培

①
栽
培
の
特
徴

　

ユ
リ
類
の
栽
培
は
、
通
常
、
球
根
を

植
え
付
け
て
行
い
ま
す
が
、
シ
ン
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
は
種
子
か
ら
育
て
る
の
が
特

徴
で
す
。
近
年
で
は
育
種
が
進
み
、
従

来
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
と
比
べ
て
も
品
質

に
遜
色
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

10
月
の
野
菜
畑
の
管
理

　

10
月
は
夏
野
菜
の
最
終
収
穫
と
秋
野

菜
の
種
ま
き
・
植
え
付
け
、
土
壌
改
良

な
ど
の
冬
支
度
の
準
備
が
重
な
る
重
要

な
時
期
で
す
。

　

10
月
の
丁
寧
な
畑
管
理
が
、
冬
の
収

穫
と
翌
春
の
豊
か
な
収
穫
に
つ
な
が
り

ま
す
。

収
穫
作
業

　

10
月
は
夏
野
菜
の
最
終
収
穫
の
時
期

で
す
。
霜
に
弱
い
野
菜
（
ト
マ
ト
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
、カ
ボ
チ
ャ
、メ
ロ
ン
な
ど
）
は
、

初
霜
前
に
収
穫
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
葉
物
野
菜
で
は
コ
マ
ツ
ナ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ズ
ナ
が
生
育
の
ピ
ー

ク
で
、
根
菜
類
で
は
カ
ブ
、
ダ
イ
コ
ン

の
早
生
品
種
が
収
穫
期
に
入
り
ま
す
。

種
ま
き
・
植
え
付
け

　

10
月
は
冬
野
菜
の
種
ま
き
や
植
え
付

け
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。
コ
マ
ツ

ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、

レ
タ
ス
な
ど
の
葉
物
野
菜
は
、
10
月
上

旬
に
種
ま
き
す
る
と
年
内
収
穫
が
可
能

で
、
10
月
中
旬
以
降
は
年
明
け
の
収
穫

向
け
に
準
備
し
ま
す
。

　

豆
類(

エ
ン
ド
ウ
、
ソ
ラ
マ
メ)

は

野
菜
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

花
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員
　
若わ
か
や
ま山

　
　
譲
ゆ
ず
る

連
作
を
避
け
、
ポ
ッ
ト
ま
き
や
直
ま
き

で
管
理
し
ま
す
。ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、キ
ャ

ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
な
ど
は
防
虫
ネ
ッ
ト
を
掛
け
る
こ
と

で
、
青
虫
や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
な
ど
の
食
害

を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

土
壌
環
境
と
環
境
整
備

　

土
壌
は
排
水
性
を
確
保
し
つ
つ
、
堆
肥

な
ど
を
施
用
し
て
保
水
性
を
保
ち
ま
す
。

苗
間
は
や
や
広
め
に
取
り
、
風
通
し
を
良

く
し
て
病
気
（
灰
色
カ
ビ
病
、
う
ど
ん
こ

病
な
ど
）
の
発
生
を
抑
え
ま
す
。

害
虫
・
病
害
対
策

　

10
月
は
病
害
虫
の
活
動
が
低
下
し
ま

す
が
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
な
ど

は
引
き
続
き
発
生
し
ま
す
。
早
期
発
見
、

早
期
防
除
が
基
本
で
、
必
要
に
応
じ
て

殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
を
散
布
し
ま
す
。

作
業
の
ポ
イ
ン
ト

▪
夏
野
菜
は
潔
く
撤
去
し
て
畑
を
空
け

　

冬
野
菜
の
準
備
に
切
り
替
え
る

▪
収
穫
と
冬
野
菜
の
種
ま
き
・
植
え
付

　

け
を
同
時
進
行
で
行
う

▪
苗
や
種
の
栽
培
情
報
を
確
認
し
、
適

　

切
な
株
間
・
植
え
付
け
溝
を
守
る

▪
気
温
や
日
照
の
減
少
に
応
じ
て
、
寒

　

冷
紗
や
ホ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
プ
で
保
温
・

　

防
風
対
策
を
行
う

▪
作
業
記
録
や
写
真
・
メ
モ
を
残
し
、

　

冬
の
間
に
次
年
度
の
計
画
を
練
る

営
農
指
導
員
　
永な
が
お
く奥

　
　
啓
は
じ
め

た
め
、
比
較
的
容
易
に
栽
培
で
き
る
ユ

リ
と
し
て
、
栽
培
が
増
え
て
い
ま
す
。

②
作
型
・
種
ま
き

　

11
月
中
旬
頃
に
ハ
ウ
ス
内
の
小
ト
ン

ネ
ル
で
種
ま
き
し
、
５
月
頃
に
定
植
す

る
と
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
切
り

花
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
切き

り
し
た
き
ゅ
う

下
球
（
一
度

収
穫
し
た
後
の
球
根
）
を
用
い
て
、
翌

年
度
の
栽
培
に
使
う
こ
と
も
可
能
で
す
。 

　

比
較
的
低
温
で
発
芽
し
ま
す
が
、
庄

原
地
域
で
は
11
月
中
旬
頃
に
ハ
ウ
ス
内

に
小
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
そ
の
中
に
条す

じ

ま
き
す
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

オ
ミ
ナ
エ
シ
の
栽
培

①
栽
培
の
特
徴

　

仏
花
と
し
て
お
盆
や

お
彼
岸
に
特
に
多
く
必

要
と
さ
れ
る
花
で
す
。

寒
さ
に
強
い
た
め
、
庄

原
地
域
に
適
し
た
花
と

い
え
ま
す
。

②
作
型
・
繁
殖

　

一
般
的
に
は
、
春
に
ハ
ウ
ス
ま
た
は
ト

ン
ネ
ル
内
で
種
ま
き
し
、
本
葉
が
５
～

６
枚
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
定
植
し
ま
す
。

　

株
分
け
は
秋
で
も
春
で
も
可
能
で
す

が
、
標
高
が
高
い
地
域
で
は
、
春
の
方

が
安
全
で
す
。

　

品
種
や
系
統
に
よ
り
開
花
期
に
差
が

あ
る
た
め
、
お
盆
向
け
と
秋
の
お
彼
岸

向
け
で
は
、
品
種
・
系
統
を
分
け
て
栽

培
し
ま
す
。
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